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第24回 自動認識システム大賞

第2回 AUTO-ID MeetUP 

P22第20回 自動認識総合展 大阪　ご案内

2022年9月14日から16日まで、東京ビッグサイト西ホールで「第24回自動認識総合展」
が開催されました。展示場内特設会場では自動認識システム大賞表彰式が行われ、大賞・
優秀賞・産経新聞社賞の受賞者に賞状と副賞が贈呈されました。

2022年9月14日から16日まで、東京ビッグサイト西ホールで「第24回自動認識総合展」
が開催されました。展示場内特設会場では自動認識システム大賞表彰式が行われ、大賞・
優秀賞・産経新聞社賞の受賞者に賞状と副賞が贈呈されました。



〈特集〉   第24回 自動認識総合展 自動認識セミナー

❶ ❷

未来をつなぐ AUTO - ID 自動認識セミナー

自動認識の先端技術を披露　
   
　2022年9月14日から16日まで東京ビッグサイト西ホー
ルで、国内唯一の自動認識技術・ソリューションの専門展
「第24回自動認識総合展」が開催されました。同展示会
は<未来をつなぐAUTO-ID>をスローガンに、自動認識
の先進技術を披露するほか、モバイル＆ウェアラブル、画
像認識など専門分野に特化した展示エリアも設けられ、
各社の新製品をはじめRFID、画像・音声認識ほか、ヒト・
モノの認識と管理における現場の課題に即したソリュー
ションが展示され、会場では活発な商談が行われました。
　会期中はコロナ感染症対策を実施し、3日間の来場者
は、8,432名となりました。

　本展示会は同時開催として西１・２ホールでは「総合検
査機器展」「計量計測展」「センサエキスポジャパン」ほか
６展示会が併設され、さらに東ホールでは、国際物流総合
展が行われており（相互入場を実施）、ビッグサイトは連
日来場客で賑わいました。

合同基調講演　
  
　会期初日のレセプションホールでは、経済産業省製造
産業局池田秀俊氏より「我が国製造業の動向と今後の課
題」について、日本の製造業の位置づけを整理するととも
に、新型コロナ感染症の世界的な感染拡大を経て、今後
の国内製造業を巡る変化をどう捉えるか、また製造業発
展のため、デジタル化等への対応にどのように取り組んで
行くべきかを様々な政策とともにご紹介いただきました。

　続いて、女優・経営者・研究者いとうまい子氏が「異業
種から研究者へ -ロコモティブシンドロームに打ち勝つ
ロボット開発-」と題し、18歳で飛び込んだ芸能界から45
歳で早稲田大学に入学し、ロボット工学と出会ってから現
在に至るまでの足跡と、ロコモティブシンドロームを予防
するロボットの開発秘話などについて講演されました。

12セッション・37講演
   
　9月15日・16日には会議棟6Fの会議室において、特別
講演「サプライチェーンのスマート化に向けた経済産業省
の取組」及び「2021年度RFタグ読取評価基準の検討」は
じめ、産業界で注目される画像認識やAI技術、RFIDによ
る成功事例や新技術の紹介など、12セッション・37講演
の自動認識セミナーが開催されました。

経済産業省 製造産業局 
産業機械課 課長補佐
池田 秀俊 氏

女優・経営者・研究者
いとう まい子 氏

写真上：合同開会式　
写真下：展示会場（西４ホール）

合同基調講演会場（レセプションホール B）

主催：一般社団法人日本自動認識システム協会



　自動認識システム大賞の受賞選考は、予選審査会をRF IDや画像
認識、システム設計など自動認識技術のエキスパートによる審査委
員を JAISA 会員企業で組織して、全応募作品の中から書類審査で本
選に進む作品を採点方式により選考します。そして本選審査会では、
予選通過者によるプレゼンテーションが行われた後、最終審査で受
賞各賞が決定します。本選審査員は、官・学・産業団体の有識者の
皆様に選考いただいています。　予選審査会、本選審査会ともに審
査委員の評価基準は、自動認識システムの新規性、導入効果、社会
的価値を 5 段階評価で採点します。最終的に、得票数の多い作品が
受賞しますが、審査会でさまざまな議論と意見交換が行われ、審査
委員の理解と合意によって各賞が決定します。

【第24回 自動認識システム大賞 受賞一覧】

審査基準と審査会 予選・本選審査における評価基準

大賞

優秀賞

受賞作品タイトル 応募企業

一包化錠剤仕分け装置と再利用時の
ヒューマンエラー防止システム 株式会社湯山製作所

油・水・薬品の漏れを検知できるRFIDタグを
用いた配管リーク（液漏れ）等の監視システム

トッパン・フォームズ株式会社
東北電力株式会社

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
Max Kelsen Pty.Ltd.

基礎技術

優秀賞 医療機器貸出器械セットの協働型目視検査
システムによる労働集約型検査プロセスの効率化

画像認識

画像認識

画像認識

産経
新聞社賞

RFIDによる地すべり防止用
インフラ製品の個品管理システム

株式会社サトー
NEC ネクサソリューションズ株式会社

RFID

RFID

RFID

RFID

RFID

RFID

入選 ICタグで下水道管路の
異常を検知・通報 管清工業株式会社

入選 医療機器の法定表示ラベルのRFID化と
流通・運用の効率化

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
サトーヘルスケア株式会社

同軸ケーブルを加工した
革新的ケーブルアンテナの開発・実施

ヨメテル株式会社
東京都市大学入選

入選
UHF帯RFID を活用した
薬の飲み忘れ防止サービス

株式会社デンソーウェーブ
株式会社 MEDIOTOLOGY

入選
廃電池仕分け作業における
AI画像認識技術の適用事例 東芝テック株式会社

入選
外観検査用スキャナ方式
ラインカメラ NECプラットフォームズ株式会社

１.新規性

　１）技術：従来の技術と比較した新しさ、優位性
　２）市場：新市場を創造した新しさ
　３）企画：発想や着眼点が独自である新しさ

２.導入効果

　１）経済：省力化、コストダウンなどによる経済的効果
　２）品質：品質管理、データ管理などの精度向上効果
　３）利便：作業者やユーザの利便性を高める効果

３.社会的価値

　１）公共的・社会的貢献度
　２）環境保護に対する貢献度

【第24回 自動認識システム大賞
  審査委員会】   （敬称略）

池田 秀俊 経済産業省 製造産業局
産業機械課 課長補佐

伊藤 富博 産経新聞
東京本社 事業本部長

森  修子
GS1 Japan（一般財団法人 
流通システム開発センター）
理事

荒木  勉 上智大学
名誉教授

市野 将嗣 電気通信大学 大学院
情報理工学研究科 准教授

佐藤  誠

西田 浩一
一般社団法人
日本自動認識システム協会
理事

一般社団法人
日本自動認識システム協会
副会長

紀伊 智顕
三菱UFJリサーチ＆
コンサルティング（株）
予選審査会委員長

加藤 智之
総務省 総合通信基盤局
電波部移動通信課
課長補佐

小沢 愼治
審査委員長 慶應義塾大学

名誉教授

第24回 自動認識システム大賞  

＊入選作品の掲載は、申込受付順です。

受賞作品特集

画像認識、OCR、
RFID、バーコード

第24回 自動認識システム大賞　表彰式 第24回 自動認識システム大賞

❸ ❹

展示会場の自動認識システム大賞受賞作品パネル

 「第24 回自動認識システム大賞」大賞・優秀賞・ 産経新聞社賞を受賞された皆様

自動化や非接触、安全・安心、災害対策など

世相を反映した応募作品多数　
   
　展示会場内の特設セミナー会場で9月14日、本年の
自動認識システム大賞表彰式が行われ、大賞、優秀賞、
産経新聞社賞の受賞者に賞状と副賞が贈呈されました。
その後会場では、受賞各社のプレゼンテーションが行
われ、受賞作品の開発に至る背景やユーザーの要望、導
入効果や社会的価値、今後の展開などが披露されま
した。

　表彰式の冒頭、当協会小瀧会長は挨拶で、応募いただ
いた皆様と受賞者様への御礼と祝辞を述べ、続いて「今
年度の応募作品は近頃の世相を反映して、自動化や非接
触、安全・安心に関わる作品が多く、環境面において気候
変動による自然災害の対策となるソリューションも目を惹
いた」また、「多くの作品は、RFIDや画像認識、バーコー
ドが基盤となり、さらにAiや音声認識などの技術を組み
合わせることで、業務精度と生産性が向上した事例といえ
る」との感想を述べました。

審査総評　
  
　自動認識システム大賞審査委員会の小沢委員長（慶應
義塾大学名誉教授）は総評で、「応募作品のそれぞれが
優秀で、物流、流通、医療、災害検知などの分野で自動認
識技術の活用により社会的利便性や経済効果につながる
システムを普及させようとの、応募企業の意欲を感じまし
た」また、「長引くコロナ禍にあって、ミーティングやお客
様への訪問が制限されている中、チームでの資料作成、お
客様との打ち合せなど、ご苦労されたことでしょう。応募
いただいた皆様に感謝いたします」と述べ、非会員からも
多数ご応募いただき、自動認識技術の普及・活用が進ん
でいる、との認識を示しました。

自動認識システム大賞 審査委員会
審査委員長
小沢 愼治 氏

（一社）日本自動認識システム協会
代表理事会長
小瀧 龍太郎

第24 回 自動認識システム大賞受賞作品、及び入選作品をご紹介します。

　今年度の「第 24 回 自動認識システム大賞」の受賞作品
がこのほど決定しました。本誌では、大賞、優秀賞、産経
新聞社賞の受賞作品と、入選作品の概要を紹介します。
自動認識システム大賞は、先進的かつ導入効果が極めて

自動認識システム大賞とは
顕著な自動認識技術やシステムを表彰するもので、国内で
実用されている（または実用の目途が立っている）事例を
有する日本国内の企業、団体、個人で、当協会の会員・非
会員を問わず応募していただけます。



一包化錠剤仕分け装置と
再利用時のヒューマンエラー防止システム

自動認識システム大賞［大賞］
大賞

受賞者 株式会社湯山製作所

次頁へ続く

システムの概要

一回分に飲む薬をまとめて薬包紙に包装する調剤を一包化という。
処方後に戻された一包化薬を、薬包紙から取り出して専用のトレイ
に入れると、マシンビジョンを用いたロボットと、ＡＩ画像認識技
術にて、全自動で同一種類ごとに仕分けを行う装置。仕分け後の再
利用のヒューマンエラーを防止するために、RFID とバーコードに
て照合チェックを行う。

システムの特長

・画像処理に最適な撮影
薬品に対して、複数方向のライティングとカメラが
360度回転して撮影する。

・白い錠剤も、蛍光発色で区別
UV照明をあて、蛍光発色させることで、種類の
絞り込みを行う。

・読みづらい文字もAIで抽出
ディープラーニングを利用した推論モデルで、まだ
ら模様や、堀りの浅いもの、コントラストが低い
文字も、明確に抽出が可能となる。

・再利用時の照合チェック
薬品毎に容器に仕分けし、容器のまま出すか再包
装するか選択できる。仕分け容器にはRFID、包装
にはバーコードを印刷することで、再利用時に充填
容器や、処方内容と照合チェックを行いヒューマン
エラーを防止する。

・マスタ作成には薬品現物は不要
回収容器に入った登録のない薬品の画像を、専用
VPN回線で回収することで、データを充実化する。

開 発 の 背 景

入院患者の容態変化による投薬変更があると、一包化調剤した薬包
は薬局へと返却されるが、再利用するために薬剤師の手作業で仕分
けを行うか、仕分けミスや戻し間違いのリスクを考慮して廃棄され
ており、医療現場からは解決を切実に要求されていた。

仕分け作業を自動化する装置を開発し、
安全に再利用できるシステムまでを構築する

《再利用するケース》 《廃棄するケース》

システム構成

一包化された薬品を薬包から取り出して投入トレイに入れるだけで、
あとは全自動で40 個ある仕分け容器に薬品の種類毎に仕分けを行う。

ロボットと画像認識技術を用いて全自動仕分け

❺ ❻

審査評：分包機でいくつかの薬剤を一包化調剤したあと患者の容体変化などにより使われず、薬局へ返品された薬剤
を対象としており、トレイにまとめて投入すると、画像処理で識別して、薬品種類ごとに容器に仕分けする
システム。ほぼ全ての採点項目で高評価を得た作品であり、特に、企画の新規性、経済的な効果だけでなく、
多くの病院に導入済みである実績が評価されました。



自動認識システム大賞［大賞］ 優秀
賞 油・水・薬品の漏れを検知できる

RFIDタグを用いた配管リーク（液漏れ）等の監視システム

自動認識システム大賞［優秀賞］

受賞者 トッパン・フォームズ株式会社 / 東北電力株式会社

次頁へ続く

外装板保温材

配管

回収容器
3,440 薬品
（6.8％）

仕分け容器
47,445薬品
（93.2％）

誤識別した薬品
0薬品

誤識別率
仕分け率

導入の効果

【実績】
2018 年に発売以来、170 件以上の病院・
調剤薬局にて稼働実績がある。A病院
のサンブリングデータでは、ひと月で
50,885薬品をこの装置で仕分け、誤識別
は一つもなかった。
1年間を通じて1, 500万円以上の再利用
実績があった。

導入の効果

【導入効果】

厚生労働省が提唱する「薬剤師の対物業務から対人業務へのシフト」に向けて、雑務を軽減し、本来時間を
かけて行うべき、処方提案や服薬指導の充実化に貢献する。

【社会的価値】
昨今、深刻なジェネリック医薬品の不足が騒がれているが、再利用を促進し、安定した供給を行うことで、
患者様に安心を提供する。

応用例、今後の展望

【応用例】
仕分結果の集計レポート機能を用いて、どの診療科の、どのタイミングが返品が多いかを分析し、分包する
日数を調整し、返品量そのものが減る提案を行う。

【今後の展望】
回収容器に入った画像を回収し、どの文字が読めなかったのか解析し、再作成したマスタの配信を繰り
返すことで、仕分け率の向上を目指す。

配管の液漏れ重症化防止

プロジェクト概要

印刷配線と RFID 技術を組み合わせ、油や水、水性
薬品などの液漏れ検知システムを開発し、2022 年
6 月から東北電力の新仙台火力発電所にて、実証実
験を実施しています。発電所の配管など液漏れ点検

開 発 の 背 景

人が気づくより早く・確実に液漏れを検知したい！

が必要な部分に導入することで、従来は目視で確認
していた場所に加えて、目視では確認しにくい場所
についても、液漏れのいち早い発見の実現を目指し
ます。

産業プラントの老朽化に伴う配管の漏えい事故は、
年々増加の傾向にあり、その原因の約 50％が配管
の腐食といわれています。配管の多くは被覆されて
いるため、発見時には大規模な漏えいが発生してい
るケースもあります。

特に薬品や油の漏えいは、環境汚染や火災事故と
いった甚大な被害に直結する恐れがあり、東北電力
では、漏えいさせないための維持管理はもとより、
今以上のいち早い液漏れ検知を模索していました。

配管の被覆状態（例） 目視検査の様子

❼ ❽



自動認識システム大賞［優秀賞］

検知部
（外装板内）

RFIDタグ

ハンディー型
RFIDリーダー

システムの特徴
導入の効果

・液漏れの早期発見が可能
配管に取り付けた液漏れ検知 RFIDタグを、ハンディー型 RFIDリーダーで読み取るだけで、ID情報と液漏
れの状態が簡単に検知できます。

・水・油・薬品の検知に対応！
　検知部を交換することで、水・油・薬品などさまざまな液体の検知に対応できます。　 
・低コストで広範囲をカバー
検知部は印刷配線のため、ケーブルセンサー方式よりも低コストでの導入ができます。コストが課題で導入
できなかった場所への設置も可能です。

・電源も電池も不要
ハンディー型 RFID リーダーの電波を受けて、液漏れ検知 RFID タグの情報を読み取る仕組みのため、設置
場所の電源工事や電池も不要です。

検 知 原 理

印刷配線とRFIDの技術を活用した液漏れ検知システム

・液漏れ検知前 ➡  油は水・薬品とは違って電気を通さないため、検知原理も異なります。
                      （液漏れ無し＝油：導通、水・薬品：断線）

・液漏れ検知時 ➡  検知部の導通状態がそれぞれの原理で変化します。

社会インフラである発電所での事故は
社会的に重大な懸念

本検知システムにより、点検品質の向上・
均一化、早期の異常検知
が可能となり、
社会インフラの維持管理に
効果あり。

①ハンディー型RFIDリーダー
　運用による一元管理の実現
実証実験ではハンディー型 RFID
リーダーで一か所ずつその場で液
漏れ有無の確認をしていますが、
今後は RFID リーダーを持った点
検員が現場を周回しながらデー
タを収集し、設備全体の液漏れ
有無を見える化していきます。
　　
②自動点検による管理の
　 効率化と省力化
将来的には AGV やドローン、
各種センサーなどを活用した点
検業務の自動化を行い、更なる
効率化と省力化を目指します。

応 用 例

点検時間

導入前 導入後 付随効果

点検品質

異常検知

数秒～数十秒/箇所
 （立ち止り、しゃがんで点検するなど）

点検員により差が出る

外装板から漏れないと発見できない

1～2秒/ 箇所
（リーダーをかざしながら通るだけ）

誰が実施しても同品質で点検可能

内部漏れの段階で発見可能

夜間ではさらに効果を発揮

熟練者を他の業務に充てられる

早期発見による被害の最小化

❾ 10

審査評：検知のために RFID タグと、電気回路を特殊インクで印刷した印刷センサーが特徴で、油・水・薬品の漏
れがあると通電状態が変化することを利用して、漏れを検知する技術に新規性があり、配管などの設備の
点検業務を容易にすることを目指したシステムです。不具合検知の効果が実証されており、技術と企画の
新規性とともに、社会的公共性が評価されました。



優秀
賞 医療機器貸出器械セットの協働型目視検査システム

による労働集約型検査プロセスの効率化

自動認識システム大賞［優秀賞］

受賞者 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 /Max Kelsen Pty.Ltd.

次頁へ続く

●サプライチェーン全体で重複する点数チェック作業（28,600 個/日）
●品目数が多いため、点数チェックと照合の難易度の高さ（20,000品目）
●照合が可能な熟練者／労働者の不足（技術知識習得まで1年）
●高齢化社会において加速する整形症例数の増加（過去5年＋20％）

〈業界としての課題〉

50日！！！

30分！！！

システムの概要

医療機関から医療機器製造販売業者に返却された医
療機器貸出器械キットは弊社だけでも1物流拠点1日
当たり1,000から1,500キット、キット内の点数とし
ては28,600 個程度を処理する必要があるが、従来
の労働集約型の目視検査プロセスを iPadと機械学習
モデルを用いて30%以上効率化した事例である。 整形
外科向け医療機器のうちインプラント以外の手術

開発の背景

システムの特長

技術的新規性

整形外科用医療機器のビジネスモデルの多くは貸出
形式をとっている。
弊社の倉庫を出荷された器械セットは手術で使用さ
れた後、洗浄され、弊社倉庫に返却がされたのち検
品処理を経て次のお客様へ貸し出されていく。
1つの器械セットは30個以上のパーツで構成されて

-  医療機器業界すべてのプレーヤーに最新技術での効率化を -

に使われる器械は原則メーカーに返却される。この
際、医療機関、代理店・特約店いずれにおいても洗
浄や点検が行われ、さらに製造販売業者において洗
浄と検査が再度実施される。弊社だけでなくこのプ
ロセスに関わる各プレーヤーに本システムを提供す
ることにより、効率化及び価値をより最大化するこ
とを目指している。

おり、細かなパーツに印字されている品番を目視で
確認し点数チェックを行う必要がある。その点数
チェックは上図のピンクの箇所で行われている。
したがって、メーカー・代理店・病院の3者で重複
した作業が行われており、その効率化の方法として
AI による自動点数チェックのシステムを開発した。

〈解決方法〉

協働型目視検査システム（SAVI）
による点数チェックの自動化

AIを搭載した自動認識システムにより、点数チェックの自動化を実現！

機械学習における大量の正解データを短時間で準備可能
ジョンソン・
エンド・
ジョンソン
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審査評：医療機器貸出業者に医療機関から返却された貸出器械キットの、点数チェックや照合など点検業務を効率化
するシステムです。従来は人手と時間をかけて行われていたものを、iPad と機械学習モデルを用いて、
30% 以上効率化した事例です。利便性と品質の効果、公共性が評価されました。



自動認識システム大賞［優秀賞］ 産経
新聞社賞 RFIDによる地すべり防止用

インフラ製品の個品管理システム

自動認識システム大賞［産経新聞社賞 ］

受賞者 株式会社サトー /NECネクサソリューションズ株式会社

次頁へ続く

-60％* -50％*

-30％

＊当社のヒアリング調査による概算

自動検査システムの実現により、より多くのプレーヤーが
利便性を享受できる基盤技術を実用化

高齢化の進行により、拡大する市場と縮小する労働人口で
負担の増加する整形外科ビジネスを“持続可能”に

すべてのプレーヤーがコア業務に集中することで、より医療
を身近にし、すべての人々に必要かつ正確な医療を

システムの概要

開発の背景

地すべり防止用アンカー製品へのRFIDタグを活用
した個品シリアル管理システムは、クラウドサー
バーにアンカー個品のシリアル情報とアンカー施工
時の設置情報を紐付けて管理します。

そのことにより現場でアンカー個品情報が閲覧でき
るため、アンカーの維持管理において検査・点検
履歴の正確なエビデンスを取得することができる
システムです。

導入の効果

今後の展開

【社会的価値】
・メーカー・代理店・病院で重複して行われていた点数チェックの作業を削減し、コア業務に集中できる
環境を提供可能に
・特定のスキルや知識のない人材でも対応可能なため、高齢者や外国人も含めた多様な人材の活躍機会の拡大
につながる
・高齢化社会における整形症例数の増加に耐えうるサプライチェーンの確保
・検品の自動化により在庫回転率を向上させ、市場への製品安定供給を強化

RFID / 画像認識 の自動認識技術の組み合わせで整形外科医療機器業界を変えていく

上記の課題を解決すべく、アンカー自体にRF IDタグを取り付けてアンカー個品
管理を行った上で、アンカー施工時の設置情報と紐付けてクラウドサーバーにて
管理することで、維持管理における検査・点検履歴の正確なエビデンスを取得
することができる仕組みを開発しました。

現場における課題として、下記2点がありました。

    1） 各アンカー製造時にシリアル番号が付与されて、書類にて管理しているが、
　  　  施工後の現場におけるアンカー個品のシリアル番号の特定が難しいこと

    2）各アンカーの維持管理における検査および、点検履歴などのエビデンスが
        取れていないこと

ジョンソン・
エンド・
ジョンソン

13 14



自動認識システム大賞［産経新聞社賞 ］

NECネクサソリューションズ社 システム開発

SATOアプリ開発

上位システム
（クラウドサービス）

製品のシリアル
情報等をRFID
タグに
エンコード

製品を
出荷 施工後

の保全
作業

現場端末タブレット
製品情報、および維持管理

履歴の閲覧

アンカー個品の維持管理において検査・点検履歴の正確なエビデンスを取得することが可能

■製造から維持管理までのグラウンドアンカーのシリアル情報管理
■施工時における荷重情報および維持管理の検査・点検履歴管理

システムの特長

システム構成

■製造時：アンカー個品にRFIDタグを組付ける
アンカーのシリアル情報が登録された RFID タグを、アンカー個品に組み付けて出荷し、シリアル情報、
出荷時の検査情報などはクラウドシステムに登録します　

■施工時：アンカーのシリアル情報と設置情報を紐付けてクラウドシステムにて管理
アンカーを地面に施工する際、アンカーのシリアル情報と設置情報（引張荷重など）を紐付けて、アンカー
の情報管理するクラウドシステムに登録、管理します

■運用時： 維持管理において、検査・点検履歴を正しく把握できる
アンカーの情報を管理するクラウドシステムは、維持管理を行う際に、地面に埋まったアンカー状態（経年
変化した引張荷重等）の情報をその場で閲覧できます。このことで、製造から施工、維持管理の情報を時
系列に把握することが可能です

導入の効果

■迅速な保全活動
地震など自然災害が発生した場合
・点検履歴と照合しアンカーの状態を迅速に正しく
把握できる

・災害後の迅速な保全活動の実現
  （復旧計画の立案および、部材の確保など）　

■維持管理の正確性
検査や点検履歴を正確に把握できることで、
・補強されたのり面および構造物の安定性を正しく
評価できる

・その結果、予防保全・保守計画が立案しやすくなる

■業界先行の付加価値
災害が多い我が国、日本において、
・検査・点検などインフラ保全の重要性は高まっている
・アンカー業界初の取り組みであり、さらに適用範
囲拡大を目指す

応例・今後の展望等

■アンカー工法における本システム標準化
高速道路等ののり面の保護を行うアンカーの他、
アンカーを使用する他の現場への展開を考えており、
以下の通りです。

   ・砂防えん堤（ダム）補強
   ・宅地造成地耐震補強
   ・鉄塔基礎の補強
   ・風力発電施設の補強
   ・港湾・漁港 構造物の耐震補強
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審査評：地すべり防止用の「グラウンドアンカー」のシリアル管理を RFID で行うことで、検査・点検における個
別のエビデンスを取れるようにしたシステムです。正確に維持管理ができるようにするとともに、災害発生
時のアンカーのトレースを可能としています。技術と市場の新規性、導入効果、社会への貢献が評価され
ました。



第24回 自動認識システム大賞 入選作品

入選

　下水道管は、時に劣化等が原因で閉塞や道路陥没などの事故が発生する
が、道路下に埋設されていることから、そのほとんどは事象が地上に現れた
後、住民等からの苦情通報によりはじめて露見する。また、下水道管は広範囲
に網の目状に埋設されていることから、監視ポイントが膨大となり、水位計
等による監視は非常に高額となり非現実的である。
　本技術は、下水道管内に予め設置して
おいたRFIDタグが、管内に生じた異常
（水位、地震の揺れ）により自動放出さ
れ、下流側に設置した監視ゲート通過時
にタグ情報を読み取り、異常の発生箇所
を管理者にいち早く通報する、下水道管
内常時監視システムである。 監視装置（リーダライタ、通信アンテナ） 監視イメージ

異常水位や振動（地震）発生時に
ICタグを放出する発射装置

ICタグで下水道管路の異常を検知・通報 

受賞者 管清工業株式会社

入選

　GS1 TDSに準拠したUHF帯のRFIDタグを、輸入された医療
機器の国内流通に必要な法定ラベル（日本語）1枚に組込み、
その印字・貼付及び、出荷・返却受け入れなど「医療機器
SCM」における実運用を開始、その効率化を達成した事例で
ある。
　従来、RFIDタグは製造販売業者、代理店・特約店、医療機
関のそれぞれが個別に貼付・活用していたが、サプライチェーン
の最上流で展開することにより、標準化された製品ID情報を
それぞれのプレーヤーが利用できるようになり、企業を超えた
SCM内での人手不足、製品特性、独特の商習慣による様々な
課題を解決できることが見込まれている取り組みである。

医療機器の法定表示ラベルのRFID化と流通・運用の効率化 
受賞者 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 / サトーヘルスケア株式会社

入選

　少子高齢化、労働力減少、採用難、アルバイト時
給上昇、コロナ禍での非接触業務運営、食品ロス削
減など、小売店舗では無人化、省人化、自動化の需
要の高まりとともに、デジタルの自動認識技術に対
する期待が高まっている。
　当社の革新的新技術（同軸ケーブルを加工するこ
とでUHF帯RFIDの棚アンテナ・レジアンテナを形
成）は、人手を介さないリアルタイムの自動棚卸、セ
ルフレジを実現し、小売店舗の無人化、省人化、レ
ジ行列や食品ロスの削減を目指す。

同軸ケーブルを加工した革新的ケーブルアンテナの開発・実施 

RFIDをメーカーで貼ることで全ての
プレイヤーがベネフィットを享受でき、
市場全体の効率化に寄与できる。

追加工数なくRFID
を貼付することに
より、ソースタギング
を可能にし、業界に
おけるRFID普及の
技術基盤に。

棚アンテナ セルフレジアンテナ棚アンテナ

ケーブルアンテナ 入選

　外観検査用画像撮像機として、反射照明や同軸落射照明など
複数の光源を高速にて切替える機能を有することで、通常のカ
メラ方式撮像機では撮像が困難な立体物や光沢面の傷や汚れ
を1回の走査で撮像することができ、外観検査の効率化を図る
効果が得られる。
　また、撮像部、レンズ、複数の光源を一つの筐体に納めている
ため通常の撮像機と比較して設置に必要な体積が小さく、かつ
光学ジオメトリ調整済みであることから設置時の撮像位置調整
が容易で保守作業の効率化を実現する。

外観検査用スキャナ方式ラインカメラ 
受賞者 NECプラットフォームズ株式会社

入選
受賞者 東芝テック株式会社 

廃電池仕分け作業におけるAI画像認識技術の適用事例 

  「資源有効利用促進法」に基づく小型充
電式電池のリサイクル事業は、今や社会に
根付いた事業となっている。しかし、再処
理される廃電池の「種別」や「用途」などは
様々で処理事業者における作業は目視に
よる電池種別ごとの選別と重量計測、用途
ごとのデータ分類や伝票記入などを人手
で行っているのが現状で、作業者にはある
程度の経験やスキルが求められ、作業負担
は増大する傾向にある。
　弊社では2019年から、画像認識技術ベ
ンダーとDL手法を用いたAI画像認識によ
る小売・物流向けの物体上のマークと特
定文字画像認識技術開発に取組み、展示会での技術紹介を機に今回のユーザ様より相談を受けた。弊社と画像認識技術ベンダーとで電池「種
別」認識と「用途」判定のPoC各１回実施を経てユーザ様要件定義に目途が立った為、電池搬送・分別装置ベンダー、画像撮像装置ベンダーの
計3社の協力を得て今回の装置システム開発実現に至った。

電池は、作業者が作業テーブル投入ガイドに合わせてコンベア（CV）へ投入し、仕分け処理がスタート！ 電池は読取り
CV上で一時停止し、重量測定と画像認識装置による「種別」・「用途」判定結果に基づき仕分けCVにて仕分けされます

営業中、来客中でも商品（ICタグ）を瞬時に
読み取り、自動で棚卸。 ⇒  生産、物流、販売の各所、
サプライチェーンで、在庫情報をリアルタイム共有。

RFID ケーブルアンテナ、棚アンテナ

RFID一体型法定ラベルプリンタ―製品への一体型ラベルの貼付

受賞者 ヨメテル株式会社/ 東京都市大学 

（効率化可能な工程）

*院内管理工程のみ

*各プレイヤーの庫内管理含む

*各プレイヤーの庫内管理含む

＊入選作品の掲載は申請受付順です。

入選

　薬に関連する社会的な課題として、飲み忘れによる健康被害
や残薬による医療保険財政の圧迫が挙げられる。これを改善す
べく、薬局にはICTを活用した服薬情報の一元的・継続的把握
とそれに基づく薬学的管理・指導や在宅対応、医療機関等との
連携が求められているが、具体的なソリューションはない。
　そこでUHF帯RFIDリーダ機能を備えた「IoTお薬箱」を開発
し、RFIDタグを取り付けた薬包の出し入れ履歴や残数を記録
することができるシステムを構築した。「IoTお薬箱」とスマート
フォンのアプリケーションとサーバとの連携により、薬の飲み忘
れの防止と残薬問題の解消ならびに患者と医療従事者双方の
負荷軽減に貢献するサービスを実現する。

UHF帯RFIDを活用した、薬の飲み忘れ防止サービス 
受賞者 株式会社デンソーウェーブ / 株式会社MEDIOTOLOGY 

RFタグ付き薬包

飲み忘れ防止 薬の取り出し状況把握
薬の残数管理

断面概略図
撮像系
撮像素子

特徴的な機能：高速光源切替え

スキャナ方式ラインカメラ（有効読み取り幅：600mm） 応用例：ベルトコンベア上に設置

同軸ケーブルを加工した廉価なケーブルアンテナ、棚アンテナのパネル部は、段ボール、樹脂成型で製作
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第24回 自動認識総合展で学生のブース見学を開催 第2回 AUTO-ID Meet UP

見学前のオリエンテーション。自動認識技術の基礎説明や、運営事項の説明後、
グループミーティングで自己紹介を行い、見学を開始。

未来のAUTO-IDプロジェクト　　
   
　第24回自動認識総合展展示会場において、9月15日・
16日の両日、学生（＝大学生及び短大生、高等専門学校
生、専門学校生）を対象として、出展企業のブースを見学
するツアー（AUTO-ID MeetUP）を開催しました。この
企画は、自動認識技術に興味がある学生が、協力出展企
業のRFID／画像・音声認識／バイオメトリクス／バーコー
ドなどのソリューションを間近に見学・体験するものです。
　JAISAでは、2019年から継続する＜未来のAUTO-ID
プロジェクト＞で、『自動認識技術に関係する事業者
（ユーザー・メーカー・ＳＩｅｒ）に対し自動認識技術の活用
事例の具現化を体感できる展示（＝オンライン/オフライ
ンでの情報発信）を提供することで、自動認識システムの
認知度を向上させ、自動認識市場の発展・拡大に寄与す
る』ことを目的に活動しています。本年3月には、第1回
AUTO-ID MeetUPを、大学生を対象としてRFIDをテー
マにセミナーと実機体験を実施しました。今回のブース見
学は、第2回AUTO-ID MeetUPとして幅広く最新の自動
認識ソリューションを見学体験してもらうために、会員
企業で組織する情報発信企画ワーキンググループが企画・
運営を実施しました。

●見学会の満足度について、13名が満足、1名がやや満足
としています。選択肢は他に、やや不満、不満など。

その理由については、
１）実際に製品を見学・体験できたこと
２）説明が丁寧でわかりやすかったこと
３）企業の取組を知ることができた、などがあげられてい
ます。  

●参加目的は、
１）自動認識に興味があった、学ぶため　
２）今後の進路や、研究の参考になるため
３）センサ技術はどのくらい進んでいるか、自動化の最先
端を知るため、といった具体的な目的もありました。  

●次回の参加については、14名が「参加したい」と回答し
ています。

参加協力出展社 24社　＊五十音順　　
アイニックス(株)、(株)インターメディア研究所、NECプラット
フォームズ(株)、オカベマーキングシステム(株)、(株)ガゾウ、
コムシス情報システム(株)、(株)サトー、(株)シフト／(株)イン
フォファーム、(株)新日本電波吸収体、ゼネラル（株）、セイケン 
メディカル テクノロジー／日本RFID研究所(株)、(株)テレ
パワー、(株)デンソーウェーブ、東芝テック(株)、凸版印刷(株)、
(株)ハヤト・インフォメーション、(株)フェニックス、(株)フジ
クラ・ダイヤケーブル、(株)マーストーケンソリューション、(株)
宮川製作所、(株)リコー、(株)リンクス

第2回 AUTO-ID MeetUP　　　
   
　9月15日・16日のAUTO-ID Meet UPに参加した学生
は19名、ご協力いただいた出展社は24社でした。見学に
際しては両日、学生3～4人がそれぞれA・B・Cの３グルー
プを構成し、プロジェクトメンバーが引率して、各々別の
出展社ブースを見学しました。展示品やソリューションの
説明は、出展社にご担当いただきました。

   見学時間は、オリエンテーションを含め11:00～12:30
まで。見学後の学生は一様に、自動認識技術やソリュー
ションを体験し「新鮮な驚き」と「学生にも理解しやすい
出展者の丁寧な説明と対応」に満足した様子で、「今後の
進路や研究のために有意義な経験」との感想もありま
した。
　Meet UPが終了し、解散後の参加者は自由見学となり、
興味のあるブースを再訪したり、新たな出展者の見学、或
いはビッグサイトで同時開催している他展示会に出掛け
て行きました。

学生参加者 19名（学校名・学部）　＊五十音順
　　
お茶の水女子大学／理学部情報科学科
関西外国語大学／英語国際学部英語国際学科
千葉工業大学／先進工学研究科　　　　　　　　
中央大学／経済学部経済学科（2名）
中央大学／文学研究科
帝京大学／経済学部経済学科
東京大学／工学部電子情報工学科（2名）
東京電機大学／工学部第二部情報通信工学科（2名)
東京電機大学 ／理工学研究科
東京電機大学／理工学部情報システムデザイン学科
東京都市大学／大学院環境情報学研究科
東京都市大学／機械専攻　
沼津工業高等専門学校／専攻科
北海学園大学／経営学部経営学科
明星大学／経済学部経済学科　　　           　
武庫川女子大学／生活環境学部情報メディア学科 　　

見学先企業（ツアー順）
●（株）マーストーケンソリューション
●（株）リコー
● オカベマーキングシステム（株）
●（株）宮川製作所

・学生の私たちに丁寧に説明してくださった。
・RFID事業の荷物認証実証実験に興味が湧いた。
・実際にRFIDタグの読みとりを体験させてもらい理解しやすかった。
・本の認識自動技術ソリューションについて、知れたことがよかった。
・現場の人が使う気持ちが少し理解できた。
・自動認識のカギについて知ることが出来た。
・商品の詳しい説明を聞くことが出来た。
・機械の実物を見られてとても参考になった。

9月15日（木）  見学先出展者と参加者の感想　＊コメントは参加者アンケートより抜粋　　　

A Group

見学先企業（ツアー順）
●（株）デンソーウェーブ
●（株）ガゾウ
● NECプラットフォームズ（株）
●（株）テレパワー

・自分の知らないQRコードをみることができて面白かった。
・QRコードの認識は身の回りでたくさん使われているが、
  まだまだ応用できそうなので、更なる開発、実用に期待したい。
・視線を映すことができるカメラを実際に使ってみたいと思った。
・視線を追うウェアラブルデバイスはとても興味深かった。
  また、アパレルやスーパーでの具体的な状況まで想定して商品化しているのが印象的だった。
・RFIDベクトル検知ゲートの技術の組み合せ方がとても興味深かった。また、実際企業でも開発段階では完璧な
  製品はすぐにはできないことが少し実感でき親近感が湧いた。
・無線のスターターキットは手が出せる値段であれば買ってみたかった、、、。

B Group

見学先企業（ツアー順）
●（株）サトー
●（株）シフト／（株）インフォファーム
●（株）ハヤト・インフォメーション
●（株）インターメディア研究所

・RFIDタグの様々なラベルを即座に発行できて驚いた。
・PCを使わずプリンタ単体で印字内容をカスタムできる
  マルチプリンタがとても便利だと感じた。
・カメラ画像から大量のコードを一括で読み取れていたのが良いと思った。
・コードを貼付した物体が移動していても汎用のデバイスを用いて認識できる
  ことがとても便利だと感じた。またコードの部分をかなり小さくしても認識できることに驚いた。
・顔写真を即座にコード化してネット環境無しで構築できる顔認証システムは、クラウドを用いないことで逆に
  利便性が上がる良い例だと思った。
・ハイブリッドコードのアイデアは素晴らしく、サーバーを必要とせずとも相手に情報を伝えられる点が非常時や
  セキュリティ的に良いと感じた。

C Group

参加者アンケート（14名回答）
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第20回 自動認識総合展 大阪　ご案内第2回 AUTO-ID Meet UP

見学先企業（ツアー順）
●東芝テック（株）
●（株）フェニックス
●（株）リンクス
●フジクラ・ダイヤケーブル（株）

9月16日（金）  見学先出展者と参加者の感想　＊コメントは参加者アンケートより抜粋　　　

A Group

見学先企業（ツアー順）
●凸版印刷（株）
●NECプラットフォームズ（株）
●ゼネラル（株）
●セイケンメディカルテクノロジー（株）
　 ／日本RFID研究所（株）

・ツアーで参加させていただいた企業様の皆様に分かりやすく説明して頂いた
　おかげで自動認識技術についてより興味を持つことが出来た。
・RFIDが現場でどのように活用されているのか、導入する際の障壁について知見
　を得たいと思った。
・実際に提案されている業務改善について知ることが出来た。
・具体的にどのような場面で用いることが出来るのかをご教授頂いた。
・実際の製造方法や導入コストについて学ぶことが出来た。
・RFIDについて、現状の課題とそれに向けた改善策をご教授頂いた。

B Group

見学先企業（ツアー順）
●（株）サトー
●コムシス情報システム（株）
●アイニックス（株）
●（株）新日本電波吸収体

・個人で参加していたらお話を聞く機会がないような企業のお話も聞けたし、基礎
　知識からサポートして頂けたのは助かった。また、 皆さん優しく接してくださり
　嬉しくなったと同時に、自動認識技術に対してさらに興味関心が強くなった。
・自動認識技術は学科の授業でも取り扱っている内容で個人的に興味を持っていた
　ため、最先端の技術に触れることができてよかった。
・小さな端末でも画面表示を変えられてより多くの情報をえられたり、指先に取り付けられるスキャナがあったりと、
　痒いところに手が届くような製品が多いなと感じた。
・スケールの大きい製品で実際に使われている様子を想像しづらいと思っていたが、お話を聞いていると私たちの
　身近で必要不可欠な製品を作られていると分かった。楽しそうに説明してくださる様子が印象的で、こちらも興味
　を持ってお話を聞けた。

C Group

・マスクの有無まで確認できる顔認証システムが
　印象的だった。必要性に応じてセキュリティの
　高度を変えることができるのは魅力的だと思う。
・現在まさに使用されているRFIDによる在庫管理と効率化をレジなどの身近な
　もので感じた。また生体認証を使用した高度なセキュリティを備えた技術に
　おいて工学の発展を感じた。
・自動でラベルを貼るロボットが便利だと思った。手袋を外す手間や危険物に
　触れるリスクを無くしてくれる点で今後も需要が高まると感じた。
・様々な質問にも、時間をかけて丁寧に説明していただいた。
・ケーブル形態のRFIDを使用した工具の管理でしたが、学校はもちろん企業の
   大切な道具を守るためのセキュリティとしても活躍される点で需要がわかる内容だった。


